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 ２０２０年も残りわずか。皆さまにとってどんな一年だったでしょうか。園庭に吹き抜ける風も冷たくなり、思わず

背中を丸めてしまいそうになりますが、園庭では冷たい風に鼻を赤らめながらも、鬼ごっこや縄跳びをし、子ども達の

寒さに負けない元気な声が響いています。 

もうすぐ「丑年」だよ         

 「来年は、何年か知っている？」子ども達に聞いてみると、年長さ

んから「うし！」と元気な声が返ってきました。Ｄさんの「牛つくり

たいなー」という声から「牛牧場にしよ」 

と牧場作りが始まりました。「牧場は草い 

るで」「木もいる」と子ども達の声でどん 

どん牛牧場作りが進んでいきました。あっ 

という間に完成し、「この牛、豚みたい」 

「小さいの可愛いな～」「僕の牛どれやと 

思う？」とそれぞれ作った牛を見て探して 

楽しんでいます。 

なわとび頑張るぞ！ 

 園庭では、自分で縄の長さを調節し、なわとびに挑戦する姿が多くみられます。「先生

みといて！」「何回跳べるか数えてー」と子ども達の自信気な声がたくさん聞こえます。 

そんなある日、あおぐみのＡさんが「ちょっとしか跳べへんねん・・・」と悲しげにつ

ぶやきました。すると、その声を聞いた年長のＢさんが「練習したらいいんやで！教えた

ろか？」と声をかけました。子ども達の中で自然と跳び方を教え合う姿が見られ、悲しげ

な表情をしていたＡさんでしたが、いつの間にか笑顔になっていました。 

大きな大根抜いたよ♪ 

 先日、園の畑の大根を抜きました。土に埋まっている大根は大きくて、ち

ょっと引っ張ったくらいではなかなか抜けません。両手で大根をしっかりと

つかみ、「せーの！」と掛け声をかけ頑張って抜きました。「めっちゃ大きい

大根抜いた」と自分が抜いた大根の大きさを友達に自慢している様子も見ら

れました。持って帰った大根は、早速、晩ご飯のおかずに変身したようで、

あかぐみのＣさんの連絡帳には「もらった大根をフライにしておいしく 

いただきました」と書いてありました。大根のフライってどんな味なの～？

食べてみた～い！！！ 

～お知らせ～ 

★着替え袋、布団、上靴を持ち帰ります。 

年明けには、名前の確認、着替えの補充を

して持って来てください。 

★今年は、新型コロナウィルス流行で生活様

式が変わり、行事の変更など大変な年でし

たが、お家の皆さんのご協力と、あたたか

い見守りのおかげで、楽しく元気に過ごす

ことができました。ありがとうございまし

た。来年もどうぞよろしくお願いいたしま

す。 


